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研究の概要 

医療現場において発生する問題点に対する製剤学的研究 

医薬品は様々な厳しい品質基準をクリアすることで、初めて医療現場で用いられる。しかしながら医療現

場や患者宅における保管条件によっては、入荷後の医薬品の品質が必ずしも保たれていない可能性がある。

このような状況を鑑み、近年では、医薬品の品質保証の観点の一つとして「医薬品使用時の安定性（in-use 

stability）」という概念が提唱されている。本研究室では、この概念に基づき、医薬品同士の混合や高温多

湿環境での保管など、医療現場における規定外の使用や保管が医薬品の品質に与える影響について、様々な

剤型について理化学的手法による検証を実施している。 

 

テーマ自体は医療現場で発生する問題を対象にしているため、本研究室で研究に携わった学生は、その検

証結果自体をエビデンスとして現場で活用することができる。また、後発医薬品の新たな品質評価法の構築

などに関して、分析機器メーカー等と協力することも可能である。 

 

【論文】 

・「Evaluation of the Film-Forming Ability for Heparinoid Cream Formulations」 

・「Pharmaceutical Evaluation of Magnesium Oxide Fine Granule Formulation for Conversion to 

Magnesium Hydroxide owing to Humidification by Near-Infrared Spectroscopy」 

・「Pharmaceutical Evaluation of Levofloxacin Orally Disintegrating Tablet Formulation Using Low 

Frequency Raman Spectroscopy」 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=0022a5c56041895d&lang=ja&st=researcher

